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7

ル
サ
ス
の
恐
慌
論
-
-
-
-
-
-
粗
君
主

述

調

噛

演

長
崎
品
川
崎
氏
曳
網
漁
業
と
金
融
情
北
・
怯
都
士

鵠

肱

常

m

フ
一
ア
ン
ス
の
耕
貨
幣
川
度
に
就
て
・
個
済
皐
士

英
蘭
銀
行
内
成
立
及
び
竣
展
過
程
に
就
て
-
極
端
門
事
士

大
阪
嬬
替
曾
祉
の
業
績
・
-
白
・
・
・
苦
闘
串
士

最
近
の
諸
闘
幣
制
改
革
の
傾
向
・
-
趨
済
皐
士

雄

惜

錦

鰍

京
都
府
に
於
け
る
士
卒
り
蹄
農
商
に
就
て
・
・
綿
一
昨
地
下

英
国
新
聞
界
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン

国
際
統
計
協
合
ご
闘
際
聯
盟

輩

a

也
事
博
士

加
持
町
明
上

経

済

事

土
鶏

谷 J神

日戸 幡

載吉正

彦雄

長
谷
川
安
攻
郎

喜保

ー 蔵

松

岡

孝

児

一
谷
藤
一
耶

菅

野

利

太

郎

島

本

融

菊磯 堀

田部江

太

郎



国
際
統
計
協
曾
ぜ
」
園
際
聯
盟

菊

回

太

自日

各
国
の
統
計
方
法
を
改
善
統
一
し
て
統
計
に
図
際
的
比
較
性

を
興
へ
る
必
要
の
存
在
す
る
己
と
は
、
夙
に
ケ
ト

ν
E
の
認
め

彼
は
此
の
任
務
を
果
た
す
統
計
一
串
者
及
ぴ
統

計
責
務
家
の
図
際
岡
憶
と
し

τ闘
際
統
計
曾
犠

H
E司
E
Z。自己

印

Z
E
E
-
円。

az盟
主
組
織
し
た
。
己
の
問
問
比
一
八
五
三

た
所
で
あ
っ
て
、

年
以
後
隔
年
各
地
に
曾
議
を
関
宮
、
統
計
方
訟
の
岡
際
的
統
一
，

E
主
た
る
目
的
主
し
て
方
法
論
上
の
問
題

E
考
究
決
定
し
、
そ

の
決
定
。
結
果
を
各
舎
H
H
が
そ
れ
ぞ
れ
本
闘
に
於
い
て
寅
現
す

第
二
十
凡
容

ー，、
E 

第
阿
観

一五=一



輸

録

間
際
統
計
協
舎
と
閥
際
櫛
盟

る
己
主
に
努
め
、
統
計
の
護
法
特
に
そ
の
園
際
的
比
較
性
の
増

大
に
多
大
の
肝
影
締
を
及
ぼ
し
た
。
ケ
ト

ν
ー
は
叉
E
の
曾
訟

を
し

τ図
際
統
制
作
成
の
機
関
た
ら
し
め
や
ラ
占
し
た
が
、
そ

の
窓
闘
は
賞
現
さ
れ
な
か
っ
た
。

己
の
園
際
統
計
曾
議
白
後
を
受
け
て
一
八
八
五
年
に
成
立
し

た
闘
際
統
計
協
合
同
E
E
E
F
Z
H
5
2
2回
目
白
m
m
Z
F
5
5

も
、
首
初
は
、
同
じ
く
隔
年
に
曾
議
を
開
昔
、
方
法
論
上
の
問

二
間
協
曾
の
努
力
の
結

題
を
考
究
決
定
し
て
ゐ
た
。
然
る
に
、

岡
市
統
計
白
岡
際
的
比
較
性
が
漸
く
増
大
す
る
と
共
に
、
他
面
園

際
統
計
E
要
求
す
る
臨
も
失
第
に
高
く
な
っ
た
。
己
の
献
に
鑑

み
、
ド
イ
ワ
統
計
局
長
司
自
己
司
回
o
羽
耳
は
、

一
丸

O
丸
年

の
.
P

担
合
議
に
際
し
て
、
闘
際
統
計
作
成
に
首
る
べ
き
機
闘
の

創
設
を
提
案
し
た
白
で
あ
る
が
、
E
の
築
は
一
九
一
三
年
の
ウ

ィ
ー
ン
合
議
に
於
い
て
可
決
さ
れ
、
同
年
十
一
月
へ

1
グ
に
闘

際
統
計
協
合
常
設
事
務
局
凸
B
S
M
V
2
2
5
Z
骨
巴
白
星
吉
伸

H
D
Z
E喜
E
E
t
日
記
E
M
A
5
が
設
立
さ
れ
た
。
己
主
に
於
い

て
岡
際
統
計
協
舎
は
、
統
計
方
法
論
上
白
問
題
の
考
究
決
定
以

外
、
図
際
的
比
較
性
を
有
す
る
v

各
岡
の
統
計
一
宜
蒐
集
し
、
必
要

六
五
四

静
岡
臨

一
五
回

第
ニ
十
凡
魯

の
場
合
に
は
E
れ
を
整
理
し
、
組
括
し
て
図
際
統
計
を
作
成
す

る
任
務
を
も
負
ム
K
至
っ
た
の
で
あ
る
o

然
る
に
、
世
界
大
戦
白
経
了
後
一
雨
年
を
経
て
協
曾
が
戦
前

の
働
協
主
抜
復
す
る
や
う
に
な
る
と
、
事
埼
か
一
一
挺
し
た
。

戦
前
国
際
統
計
主
要
求
し
た
の
は
主
・
と
し
て
串
界
で
あ
ワ
た

か
ら
、
協
合
が
曾
識
を
闘
い
て
倉
員
の
提
案
す
る
方
法
論
上
の

問
闘
を
討
議
し
、
必
要
念
場
合
に
は
一
歩
員
曾
在
し
て
更
に
考
究

せ
し
め
た
上
、
・
次
回
の
合
議
に
於
い
て
之
を
決
定
し
‘

と
の
決

定
に
本
づ
い
て
常
設
事
務
局
が
岡
際
統
計
を
作
成
す
る
占
去
ム

方
法
に
よ
っ
て
も
、
相
首
そ
の
任
務
を
果
た
し
得
た
。
之
に
反

し
て
、
職
後
図
際
統
計

t
最
も
強
く
必
要
主
ず
る
も
の
は
、
園

際
問
題
を
刻
々
に
解
決
し
て
行
か
ね
ば
た
ら
ぬ
岡
際
聯
盟
及
び

そ
白
傍
系
機
関
た
る
園
際
勢
働
局
で
あ
っ
て
、
モ
白
要
求
す
る

所
は
千
週
一
律
の
園
際
統
計
で
は
た
く
て
具
櫨
的
た
需
要
に
趨

し
た
園
際
統
計
で
あ
り
、
ま
た
と
れ
を
作
成
す
る
地
中
備
と
し
て

の
方
法
論
上
の
問
題
の
決
定
で
あ
る
。
か
A
る
要
求
に
隠
Z
T
る



も
白
・
と
し
て
は
岡
山
附
統
計
協
曾
は
殆
ん

E
無
能
力
で
あ
る
か

ら
、
聯
盟
事
務
局
及
び
岡
際
捗
働
局
は
何
れ
も
統
計
事
務
を
掌

る
統
計
局
を
設
け
‘

必
要
た
統
計
量
作
成
す
る
と
共
陀
、
園
際

統
計
を
公
表
し
、
ま
た
方
法
愉
上
の
問
題
を
決
定
す
る
統
計
皐

者
統
計
寅
務
家
の
国
際
合
議
を
も
、
或
は
既
に
開
催
し
、
或
は

開
仰
す
る
と
主
に
決
定
す
る
に
至
っ
た
。

要
す
る
に
、
現
在
に
於
い
て
は
向
一
任
務
に
対
し
て
困
際
統

計
協
曾
ル
一
園
際
聯
盟
及
び
園
際
労
働
局
・
ど
が
劃
立
拾
抗
し
て
ゐ

る
の
で
あ
る
が
、
後
者
が
漸
次
活
動
の
分
野
を
繍
張
し
て
行
〈

に
反
L
、
前
者
は
そ
の
存
立
の
立
義

E
減
し
ゃ
う
主
し
て
ゐ

る
。
と

A
K
於
い
て
、
園
際
統
計
協
合
改
建
問
題
が
生
じ
、
各

都
の
意
見
が
務
会
表
さ
れ
て
来
た
。

そ
の
主
一
一
友
も
の
は
一
九
二
八
年
の
カ
イ
ロ
曾
誌
に
於
け
る
ブ

タ
ペ
ス
ト
市
統
計
局
長

E
E品
の
提
案

C
o
c
E
骨

『

mons品
目
。
ロ
q
E百
品
。
日
E
ロ
邑
A
F
F
H
4
s
p
p・
zo
同
参

照
)
、
本
年
の
色
町
他
国
自
国
自
由
Z
E宮
内

]Mg
〉円
n
r
y
H
∞
-
E
E・

脂

tま

固
際
齢
計
協
合
企
闘
際
騨
盟

和
田
島
誌
上
に
於
け
る
園
際
問
労
働
局
統
計
謀
長
早
F
E
E
及

ぴ
バ
イ
エ
ル
ン
統
計
局
長
N

島
ロ
白
提
案
で
&
る
。

44M-
司
】
ロ
同
は
岡
際
統
計
に
閥
聯
寸
る
事
業
を
専
ら
協
舎
の
千

I己

め
ゃ
う
と
主
張
す
る
白
で
あ
る
が
、
園
際
統
計
事
業
及
ぴ

協
曾
の
現
欣
に
よ
っ
て
判
断
す
れ
ば
、
資
現
不
可
能
と
一
再
ム
他

な
く
、

甲山『
E
B
の
方
法
的
の
考
究
は
協
曾
に
園
際
統
計
の
作

成
は
助
問
事
務
局
及
び
閥
際
妙
働
局
に
と
云
ム
主
張
も
、
方
法

愉
の
考
究
L
C
寅
際
と
を
切
離
し
且
つ
閤
際
統
計
白

E
確
度
を
寄

す
る
絡
が
あ
る
。
と
れ
ら
に
比
較
す
る
占
、

N

島
ロ
が
協
舎
の

常
設
事
務
局
主
聯
盟
事
務
局
及
び
閲
際
持
働
局
の
税
計
訴
と
を

併
合
し
て
闘
際
統
計
局
を
設
置
す
べ
し
と
主
張
し
て
ゐ
る
の

は
、
極
め
て
受
設
で
あ
り
、
官
現
の
可
能
性
も
多
い
。

N

島
田
の
一
耳
ふ
岡
際
統
計
局
は
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ー
・
ポ

I
ラ

ン
V
乃
五
我
が
園
の
統
計
局
の
如
き
も
の
で
あ
っ
て
、

課
を

-
は
定
期
忙
闇
申
田
仲
並
び
に
寅
際
界
に
須
要
左
図
際
統
計

を
作
成
し
、
他
政
聯
盟
及
び
間
際
州
首
働
局
等
の
必
要
に
膝
じ
て

随
時
に
一
定
の
事
項
に
闘
す
る
園
際
統
計
を
作
成
す
る
。
而
L

置
き

て
、
そ
の
必
要
・
と
す
る
経
費
は
綿
ベ
て
聯
盟
の
支
給
に
仰
ぐ
け

第
三

+λ
巻

路
四
回
帥

E 
王

五
五
五



壁画

鍬

圃
際
統
計
協
合
と
嗣
際
珊
盟

れ
ど
も
、
各
園
統
計
周
の
政
府
に
釣
す
る
や
う
た
調
立
性
主
奥

へ
て
、
モ
の
統
討
を
正
確
左
ら
し
め
る
。
実
に
方
法
論
上
の
擬

問
の
生
じ
た
場
合
に
は
、
協
舎
の
曾
議
陀
提
案
し
て
、
モ
白
議

題
占
す
る
。

協
曾
そ
の
も
の
に
は
殆
ん
ど
何
ら
白
費
化
を
も
奥
へ
・
ず
そ

の
総
身
合
員
の
楳
利

E
保
挫
し
噌
従
闘
の
事
栄
配
行
は
し
め

る
。
階
従
来
維
持
し
て
来
た
常
設
事
務
局
が
新
設
の
図
際
統
計

局
の
一
部
と
た
る
許
り
で
あ
る
。

己
の
主
張
が
官
現
さ
れ
て
、
図
際
統
計
局
が
設
立
さ
れ
、
充

分
の
荷
動
主
替
む
と
す
れ
ば
、
各
方
師
K
多
大
の
好
結
果
主
来

す
と
と
は
明
で
あ
る
。
先
づ
.

岡
際
統
計
協
舎
は
時
勢
の
要
求

に
協
ひ

H
つ
過
去
の
隆
史
に
相
臨
し
い
活
動
の
分
野
を
確
保
し

得
る
。
次
に
、
図
際
聯
盟
及
び
を
山
傍
系
機
関
た
る
図
際
掠
働

局
は
完
全
な
現
討
作
成
の
機
閥
を
獲
得
す
る
。
葬
品
百
に
、
か
く

し
て
協
曾
及
び
腕
践
が
協
力
す
る
と
止
に
・
な
れ
ば
、
世
界
の
皐

界
貿
際
田
舟
は
内
容
が
豊
富
で
信
樹
皮
の
高
い
圏
際
統
計
を
提
供

さ
れ
る
と
止
に
た
ら
う
。

ロ
l
T
は
一
日
に
成
れ
る
に
あ
ら
宇
。
各
図
の
統
計
局
は
今

第
二
十

A
轡

六
五
六

第
四
醜

一
五
六

日
の
位
置
を
得
る
ま
で
に
は
相
酋
の
歳
月
主
製
し
た
。
と
白
岡

際
統
計
局
設
立
白
提
唱
時
も
直
ち
に
は
寅
現
ず
ま
い
。
併
し
、
闘

際
統
計
協
曾
内
に
は
自
己
自
分
野
を
確
立
し
ゃ
う
と
す
る
潮
流

が
既
に
動
い
て
居
担
、
岡
際
聯
盟
も
そ
の
統
計
事
務
の
銀
大
に

辿
れ
愈
k
統
計
機
関
鼓
備

ω必
要
に
迫
ら
れ
ゃ
う
か
ら
、
早
晩

賞
現
の
期
が
到
来
す
る
止
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。


